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レーザー内視鏡と臨床

水島和雄, 原田一道, 並木正義
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レーザー内視鏡と臨床

水島和雄原田一道 並木正義
旭川医科大学第３内科

表１１ndicationofendoscopiclaser（reatmentはじめに

レーザー（LASER）とはLightAmpMcationby

StimulatedEmissionofRadiationの略で，躯射光

の誘導放出による光の増幅という意味である．

1960年Maimanが最初のレーザー（ルビーレーザ

ー）の発振に成功し，その後，急速な発展をと

げ，現在では，固体レーザー，液体レーザー，気

体レーザー，半導体レーザーなど多種多様のレー
ザーが工学系をはじめ各方面で実用化されてい

る．

臨床医学への応用も眼科，皮層科，脳外科，泌

尿器科などの領域において，その使用が数多ぐ発

表されている．

消化器の分野では，消化管出血に対するレーザ

ー光線による内視鏡的止血法とその有効性が1970

年ごろより，西ドイツやアメリカなどからさかん

に報告されている')-12)．ただこれに関しては残念

ながら日本はたち遅れた感がある．しかし，その

遅れを取りもどすべく，現在，わが国でも種々の

研究がなされている．そのあらわれとして，１９８０

年春の第２２回日本消化器内視鏡学会（春日井達造

会長：名古屋）には‘‘LaserEndoscopy'''3)という

テーマがシンポジウムとしてとりあげられた．著

者もシンポジストの１人として参加する機会を得

たが，そのとぎのシンポジウムの内容および検討

された問題点などを含め，さらにわれわれがその

後もずっと行ってきた研究結果をもとに，日本に

おけるレーザー内視鏡の臨床応用への現状を述べ

てふたぃ

われわれは，1978年から西独MBB社のYAGレ

ーザーを，1980年からは米国モレクトロン社の

YAGレーザーを用い，表１に示すように消化管出

血に対する止血だけでなく，隆起型早期胃癌，胃

ポリープ，その他の消化器疾患の治療にもレーザ

ー内視鏡を応用してきた．以下これらにつぎ具体

的に述べてふたい．

Ｌ消化管出血に対するレーザー止血法'4)'5)'6）

１．基礎的検討

安全性と至適照射条件などを知るためイヌを用

いて，基礎的検討を行い以下のような結果を得

た．

ａ）正常胃粘膜への影響

イヌの正常胃粘膜へレーザー照射を行うと照射

中央部は白色に変色し，周辺に発赤と浮腫を認め

る．組織学的に承ると，光凝固による変化は，く

さび状に粘膜下層にまで達し，粘膜下の浮腫が著

明である．照射後，その部に潰傷を形成するが，

その潰傷は３～４週間で治癒する．

レーザー照射による穿孔の危険性について検

討したところ，照射距離３cmでは先端出力20Ｗ，

３秒，８回，３０Ｗ，３秒，８回，４５Ｗ，３秒，８

回，出力65Ｗ，３秒，３回でも穿孔は認められな

かった．しかし，同じ出力45Ｗでも連続して24秒

照射を行うと穿孔が認められた．すなわち，長時

間連続照射より，短時間，頻回照射の方が穿孔の

危険性は少ないということがわかった．

ｂ）出血に対する効果

イヌにヘパリン200Ｕ/kg静注し，出血しやすい

条件を作っておき，内視鏡下に生検鋭子で，胃の

同一部位を３回かじり粘膜出血を起こさせ，その

場合における止血効果を検討した結果，出力45Ｗ

で，完全止血までのレーザー照射時間は平均7.4

秒，出力60Ｗでは平均5.5秒であった．出力20Ｗ，

ｉＩ

１．Gastrointestinalbleeding

2・ProtrudedearlygastricCancer

3・Gastricpolyp
4・Others

（a）Bezoar

（b）Intrahepaticcholelithiasis

（c）Chronicgastriculcef
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